
一般社団法人環境資源工学会 シンポジウム「リサイクル設計と分離精製技術」 

第 42回：「環境」と「資源」研究の最前線 

<<若手研究者による環境・資源系研究と今後の展開>> 

日 時： 2024年11月12日（火）シンポジウム：13:30～16:40、情報交換会：17：00～18：30 

会  場：TKP 東京駅カンファレンスセンター 

協 賛：一般社団法人資源・素材学会、学際融合グローバル研究者育成東北イニシアティブ（TI-FRIS） 

開催趣旨：「環境」、「資源」をキーワードとした研究は、本学会のみならず多くの検討が行われて

いますが、分野が異なると、それらの知見に関する情報交換の機会が少ない状態です。  

本年度のシンポジウムは「環境」「資源」をキーワードに、他学会で卓越した技術開発を展開されて

いる若手研究・技術者４名を講師としてお迎えし、研究開発の最前線を紹介していただきます。 

シンポジウムWEBサイト：https://www.rpsj.org/symposium42/ 

講演番号 講 演 題 目 講演時間 質  疑 

開会挨拶 13:30～13:40 

（10分） 

招待講演

１ 
農用地土壌のマイクロプラスチック：発生源および分析手法 13:40～14:10 14:10～14:20 

石川県立大学 勝 見 尚 也 （30分） （10分） 

招待講演

２ 
バイオマス材料を活用した新規電極材料開発 14:20～14:50 14:50～15:00 

東北大学 阿 部 博 弥 （30分） （10分） 

休憩 15:00～15:10 (10分） 

招待講演

３ 
衛星画像解析に基づく環境状態評価と国際協力 15:10～15:40 15:40～15:50 

J-spacesystems 中 村 晋 作 （30分） （10分） 

招待講演

４ 
情報工学を活用した浮選結果予測モデルに関する研究 15:50～16:20 16:20～16:30 

筑波大学 澁 谷 長 史 （30分） （10分） 

閉会挨拶 16:30～16:40 

（10分） 


